


防虫フィルム

虫が好む波長を大幅カット

防虫成分を有する薬剤をフィルムに練り込み 安全性の高いピレスロイド系防虫成分を採用。

→ フィルム自体に薬剤を練り込むことで、昼間や紫外線カット剤では
カバーできない虫を寄せ付けにくくします！

〈ピレスロイド系防虫成分とは…〉
虫の神経系に作用し防虫効果を示す一方、人を含む哺乳動物に対しては分解酵素の働きで速やかに代謝され短時間
で体外へ排出されるため、安全性の高い防虫成分で家庭用の虫ケア用品等にも使用されています。

■ムシアウェイの分光透過率曲線

→ 300～380nmの波長域を好む虫を寄せ付けにくい！

※分光透過率とは…どの波長の光がどれだけ透過するかを表したものです。JIS-A5759では
300～380nmが紫外線領域とされ、この部分に反応する虫に効果があります。

■ムシアウェイの忌避性試験

※効果のある虫は、使用している薬剤の効果を元に記載しております。　※殺虫効果はありません。また速効性や完全な虫の侵入を防ぐものではありません。
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一般ガラスフィルム
（ムシアウェイ含む）

虫が好む波長

人の視感度板ガラス

Q 一般的なガラスフィルムの防虫忌避とどう違うのですか？

A 一般的なガラスフィルムの防虫忌避は上述の粘着層に練
り込まれた紫外線カット剤によるものですが、ムシアウェ
イは粘着層の紫外線カット剤に加えて基材へ薬剤を練り
込んでいるため、一般的なガラスフィルムに比べより多く
の虫へ効果を発揮します。

Q 安全性は？

A 使用薬剤はIRS（屋内残留処理）で推奨を受けており、
WHO（世界保健機関）毒性クラスは最もリスクの低い
“Class U”に分類されています。

Q 薬剤の耐用年数は？

A 薬剤の効果は屋外使用で約2～3年です。

※WHOの毒性クラスはLD50によって分類
・Class Ⅰa ：LD50＝5未満 .........極めて危険
・Class Ⅰb ：LD50＝5～50........非常に危険
・Class Ⅱ ：LD50＝50～500 ..危険（カプサイシン・モルヒネ等）
・Class Ⅲ ：LD50＝500以上....若干危険（食塩・アセフェート等）
・Class U ：危険性はなく、通常に接しても人体への影響はない
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薬剤添加なしのフィルム
防虫フィルム（GF1409）
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試験方法 30×30×15cmのアクリル製箱の一面に防虫フィルム（GF1409）を貼
り付ける。その対面に薬剤添加なしのフィルムを貼り、箱の中央に5％
ショ糖液を入れたカップを置く。内部に羽化2～5日齢のチカイエカ雌
成虫200頭を入れて、フィルム上の定着数を経過時間ごとに数える。

サンプル名　防虫フィルム（GF1409）　薬剤添加なしのフィルム

チカイエカ200頭を放飼

平均忌避率
85%以上
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